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高橋康三上毛新聞社社長

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
教
育
を
実
践
す
る
前
橋
市
の
共
愛
学
園
が
２
０
０
８
年
に
、
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え

る
。
明
治
時
代
、
日
本
が
近
代
化
を
進
め
る
中
、
群
馬
県
で
は
公
娼
廃
止
運
動
が
展
開
さ
れ
、
数
々
の
福
祉
事
業
、
女

子
教
育
の
重
要
性
が
説
か
れ
た
。
そ
の
運
動
の
中
心
的
な
人
物
の
多
く
は
、
新
島
襄
を
は
じ
め
と
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

た
ち
で
あ
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
彼
ら
の
「
地
域
を
共
に
愛
し
」
「
地
域
と
共
に
生
き
る
」
使
命
感
に
あ
り
、
そ
の

一
つ
が
当
時
、
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
女
子
教
育
に
あ
っ
た
。
共
愛
学
園
は
、
そ
の
彼
ら
の
信
仰
の
祈
り
に
よ
り
生

ま
れ
た
学
園
で
あ
り
、
女
子
教
育
に
お
い
て
は
群
馬
県
に
お
け
る
草
分
け
的
な
存
在
で
あ
る
。
１
２
０
年
を
歩
ん
だ
現

在
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
共
学
の
４
年
制
大
学
、
中
学
、
高
校
、
幼
稚
園
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
学
園
の
創
設

期
を
中
心
に
そ
の
歴
史
的
な
歩
み
に
つ
い
て
、
栗
原
昭
正
理
事
長
と
高
橋
康
三
上
毛
新
聞
社
社
長
が
対
談
し
た
。

▶１

栗原昭正理事長共愛の朝は礼拝で始まる

鍋
屋
事
件
釈
放
後
の
記
念
撮
影
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行き届いた教育

大
学
教
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
に

よ
る
幼
稚
園
課
外
活
動

【幼稚園】

園児がキリストの愛を心と体にいっぱい受け、やさ

しい子（思いやりのある子）、元気な子（心身ともに

健康な子）、考える子（自分で考え、周囲と協調しな

がら、行動できる子）として、共に愛し合うことので

きる人間になる第一歩を踏み出すことに教育の目標を

おいています。

【中学校・高等学校】

中学校では土曜日にも授業を実施することで授業数

を確保し、朝および放課後の補習も行っています。ま

た、長期休暇中にも生徒に応じ主要５教科の補習を行

っています。

教師と生徒間、生徒どうしの間が大変和やかであり、

一人一人が神に愛されているという自覚のもとに、自

主、自律の精神を育てることができるよう、目のゆき

届いた支援と励ましの教育を行っています。

高等学校では卒業後の多様な進路に対応できるコース

制を採用、英語科に特進、進学、普通科に文科、総合、

理数の５コースを設置しています。

また、一年の長期留学へ毎年20人以上の生徒を派遣

するのをはじめ、短期の海外研修も充実しており、海

外からの留学生（数十人）も積極的に受け入れ、異文

化交流を行っています。また、５人のネイティブ・ス

ピーカーが常勤しており、授業だけでなく、普段の生

活の中で生徒達が自由に接することができ、英会話を

気軽に楽しんでいます。

【前橋国際大学】

前橋国際大学は国際社会学部国際社会学科の単科大

学です。学部・学科は１つですが、600を超える授業

を開講しており、専攻は国際社会と地域児童教育の２

つに分かれます。国際社会専攻はさらに英語、国際、

情報・経営、心理・人間文化の４コースに分かれ学生

の興味・関心に対応しています。地域児童教育専攻は

小学校教員養成課程として文部科学省より認定されて

おり、来年度初めての卒業生を送り出します。

総定員840人の小さな大学ですが、学生中心主義を

開学当初から実践し、授業や大学運営に学生の意見・

要望を反映しています。毎年実施する学生アンケート

では「この大学で勉強できて良かった」とほとんどの

卒業生が答えています。

「
共
愛
」
の
由
来

高
橋

と
こ
ろ
で
学
園
の

名
称
で
あ
る
「
共
愛
」
の
由

来
は
何
で
す
か
。

栗
原

「
共
愛
」
と
い
う

名
称
の
起
こ
り
は
、
１
８
８

８
年
ま
ず
前
橋
英
和
女
学
校

の
支
援
組
織
、
今
で
言
え
ば

「
後
援
会
」名
を
「
共
愛
社
」

と
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
確
か
な
根
拠
を
語
る
資

料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
共

愛
」
の
「
愛
」
は
神
の
無
限

の
「
愛
」
を
意
味
し
、
そ
の

神
の
愛
に
よ
っ
て
生
き
る
喜

び
を
知
る
者
が
「
共
々
に
愛

の
絆き

ず
なを

育
は
ぐ
く
みみ

」
、
神
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
た
「
他
者
の
た

め
に
生
き
る
使
命
を
共
々
に

果
し
て
ゆ
く
」
。
生
き
る
喜

び
と
、
生
き
る
使
命
を
語
っ

レ
プ
タ
献
金

て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
は
聖
書
に
語
ら
れ
る

キ
リ
ス
ト
の
言
葉
で
あ
る

「
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
を

愛
し
た
よ
う
に
、
あ
な
た
が

た
も
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ

い
」
（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
）と
同
じ
意
味
内
容
で
す
。

高
橋

共
愛
女
学
校
の
設

立
に
は
、
ま
た
近
隣
の
キ
リ

ス
ト
教
会
の
婦
人
会
の
献
金

が
、
大
き
な
力
と
な
っ
た
と

聞
き
ま
す
が
。

栗
原

学
園
の
運
営
が
非

常
に
困
難
な
状
況
を
知
り
、

創
立
の
使
命
で
あ
る
女
子
教

育
を
な
ん
と
し
て
も
継
続
し

た
い
と
願
う
祈
り
が
、
近
隣

の
キ
リ
ス
ト
教
会
婦
人
会
の

人
々
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
、

一
日
一
厘
（
一
厘
は
今
の
一

円
に
等
し
い
）
を
倹
約
し
、

そ
れ
を
も
っ
て
上
毛
共
愛
女

学
校
の
支
援
活
動
資
金
と
す

る
運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
「
レ
プ
タ
献
金
」
と

い
い
ま
す
。

「
レ
プ
タ
」
と
は
聖
書
に

出
て
く
る
貨
幣
の
最
小
単
位

で
す
。
そ
の
献
金
が
１
５
０

円
に
な
り
、
そ
の
資
金
を
も

と
に
、
前
橋
市
岩
神
村
に
校

舎
の
用
地
を
購
入
し
校
舎
を

建
築
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
学
園
設

立
の
背
景
に
は
、
地
域
に
お

け
る
女
子
教
育
を
果
た
し
た

い
と
願
い
、
そ
の
た
め
に
犠

牲
と
奉
仕
を
惜
し
ま
な
い
多

く
の
人
々
の
信
仰
の
灯
火
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

学
園
の
教
育
理
念

高
橋

創
立
期
を
振
り
返

り
、
共
愛
学
園
が
果
た
し
て

き
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基

づ
く
女
子
教
育
の
理
念
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

栗
原

前
橋
英
和
女
学
校

の
設
立
に
尽
し
た
人
々
の
一

人
、
深
沢
利
重
は
こ
ん
な
こ

と
を
語
っ
て
い
ま
す
。

「
人
類
社
会
の
発
展
進
歩

と
平
和
幸
福
を
求
む
る
は
、

男
子
の
教
育
よ
り
女
子
の
教

育
に
重
き
を
置
か
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

し
か
し
こ
の
時
代
、
女
子

教
育
の
目
標
は
、
「
良
妻
賢

母
の
育
成
」
と
い
う
言
葉
で

語
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中

心
は
「
国
家
」
の
た
め
に
尽

す
国
民
つ
く
り
に
あ
り
、
一

人
の
人
格
と
し
て
の
女
性
、

人
間
と
し
て
の
女
性
と
い
う

視
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
時

代
に
、
女
子
の
教
育
の
重
要

性
を
語
る
背
景
に
は
、
お
そ

ら
く
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

明
治
の
国
家
体
制
が
確
立

し
て
ゆ
く
中
で
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
に
基
づ
く
女
子
教
育

の
理
念
を
貫
く
こ
と
が
大
変

困
難
に
な
っ
て
ゆ
く
状
況
で

し
た
が
、
一
人
の
人
格
と
し

て
生
き
る
命
の
重
さ
を
知
る

た
め
に
、
聖
書
を
学
び
、
礼

拝
を
捧
げ
る
と
い
う
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
の
基
本
は
失

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
現
在
も
続
い
て
い
る
「
共

愛
」
「
共
生
」
の
理
念
の
灯

火
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

アメリカン・ボード宣教師館

今
に
生
き
る
建
学
の
想
い

群
馬
に
根
付
く
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

高
橋

共
愛
学
園
は
１
８

８
８
年
（
明
治

年
）
の
設

立
以
来
、
群
馬
県
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
象

徴
的
存
在
で
あ
る
と
と
も

誕
生
の
背
景

に
、
女
子
教
育
、
英
語
教
育

の
草
分
け
的
存
在
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
最
初
の
前
橋
英

和
女
学
校
は
、
ど
ん
な
背
景

で
前
橋
の
地
に
誕
生
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

栗
原

当
時
、
群
馬
県
は

養
蚕
、
製
糸
業
の
繁
栄
に
伴

い
、
生
糸
貿
易
に
携
わ
る
こ

と
で
欧
米
の
近
代
文
明
に
触

れ
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
キ

リ
ス
ト
教
に
出
会
っ
た
人
々

が
、
故
郷
群
馬
の
地
に
そ
の

教
え
を
伝
え
よ
う
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
キ
リ

ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
人

権
、
自
由
民
権
思
想
の
持
ち

主
で
、
そ
の
信
仰
に
よ
り
、

男
女
平
等
の
実
現
と
、
極
端

に
立
ち
遅
れ
て
い
る
女
性
の

地
位
向
上
を
目
指
し
て
行
動

し
た
の
で
す
。

高
橋

新
島
襄
が
１
８
７

５
年
に
帰
国
し
て
、
安
中
で

第
一
声
を
あ
げ
る
。
書
物
に

よ
る
と
当
時
、
群
馬
は
キ
リ

ス
ト
教
の
関
係
者
が
、
東
京

や
大
阪
、
兵
庫
、
神
奈
川
に

次
い
で
５
番
目
に
多
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。
今
で
も
「
上

毛
か
る
た
」
に
は
内
村
鑑
三
、

新
島
襄
の
二
人
が
入
っ
て
い

ま
す
ね
。

栗
原

そ
の
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
一
人
で
あ
り
、
県
会
議

員
で
も
あ
っ
た
高
津
仲
次
郎

と
、
彼
の
使
命
に
共
鳴
し
た

地
域
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち

が
教
会
の
教
派
を
超
え
て
、

１
８
８
６
年
（
明
治

年
）
、

男
女
共
学
の
前
橋
英
学
校
を

設
立
す
る
の
で
す
が
、
財
政

難
か
ら
廃
校
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

学
ぶ
場
を
失
っ
た
多
く
の
女

子
学
生
に
、
な
ん
と
か
教
育

を
継
続
さ
せ
た
い
と
い
う
熱

意
を
持
っ
た
女
性
た
ち
が
い

ま
し
た
。

当
時
の
前
橋
組
合
教
会
牧

師
・
不
破
唯
次
郎
の
夫
人

で
、
神
戸
女
学
院
卒
の
前
橋

英
学
校
教
師
で
も
あ
っ
た
不

鍋
屋
事
件

破
き
よ
、
笹
尾
ぬ
い
、
村
山

ゆ
き
な
ど
で
す
。

不
破
唯
次
郎
は
同
志
社
を

卒
業
後
、
新
島
襄
の
あ
っ
せ

ん
で
前
橋
教
会
に
牧
師
と
し

て
赴
任
し
た
の
で
す
が
、
彼

と
妻
の
き
よ
、高
津
仲
次
郎
、

深
沢
利
重
、
関
農
夫
雄
ら
を

中
心
に
、
女
子
教
育
に
使
命

感
を
持
ち
そ
の
信
仰
的
な
運

動
に
共
鳴
し
た
近
隣
の
教
会

の
信
徒
た
ち
に
よ
り
、
女
子

の
た
め
の
学
校
設
立
の
懸
命

な
努
力
が
続
け
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
時
、
ひ
と
つ
の
事

件
が
起
き
ま
す
。

高
橋

有
名
な
鍋
屋
事
件

で
す
ね
。

栗
原

そ
う
で
す
。
１
８

８
８
年
２
月

日
。
高
津
仲

次
郎
、
深
沢
利
重
な
ど
主
だ

っ
た
人
々
が
、
女
学
校
設
立

の
相
談
の
た
め
、
前
橋
の
鍋

屋
旅
館
に
集
ま
っ
た
際
、
彼

ら
の
活
動
が
反
国
家
主
義
者

た
ち
の
政
治
活
動
と
疑
わ

れ
、そ
こ
に
い
た
八
人
が「
保

安
条
例
違
反
容
疑
」
で
逮
捕

さ
れ
、
前
橋
刑
務
所
に
収
監

さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ

り
ま
す
。
こ
れ
が
鍋
屋
事
件

で
す
。

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
女
学
校
設
立
の
機
運
が

高
ま
り
、
１
８
８
８
年
５
月

前
橋
英
和
女
学
校
が
前
橋
市

南
曲
輪
町
（
現
大
手
町
）
に

誕
生
し
た
の
で
す
。
初
代
の

校
長
は
不
破
唯
次
郎
で
す
。

彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
あ
の
事

新
島

襄
件
は
神
の
導

き
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

高
橋

創

立
記
念
日
は

鍋
屋
事
件
の

日
と
伺
い
ま

し
た
。

栗
原

本

来
、
本
学
園

の
創
立
記
念

日
は
こ
の
事

件

を

記

念

し
、
２
月

日
な
の
で
す
が
、
こ
の
日
は

「
う
る
う
年
」
な
の
で
現
在

は

月

日
と
し
て
い
ま

す
。栗

原

ま
た
、
こ
の
学
校

の
設
立
に
は
、
同
志
社
の
創

立
者
、
新
島
襄
と
、
彼
の
協

力
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
伝
道

委
員
会
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン

・
ボ
ー
ド
の
支
援
と
協
力
が

あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
す
。

こ
の「
ボ
ー
ド
」（
委
員
会
）

か
ら
派
遣
さ
れ
た
女
性
宣
教

師
ミ
ス
・
シ
ェ
ッ
ド
が
、
財

ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド

政
的
に
も
環
境
的
に
も
、
非

常
に
困
難
な
状
況
の
中
で
英

語
教
育
や
学
生
の
生
活
指
導

を
し
ま
し
た
。
現
在
、
本
学

園
内
に
あ
る
群
馬
県
指
定
重

要
文
化
財
の
旧
ア
メ
リ
カ
ン

・
ボ
ー
ド
宣
教
師
館
は
、
そ

の
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
た
ち

の
住
居
で
し
た
。

当
時
、
わ
が
国
の
女
性
の

地
位
は
極
め
て
低
く
、
女
子

教
育
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ

れ
、
女
の
子
は
小
学
校
に
す

ら
入
れ
な
い
子
が
多
く
、
ま

し
て
中
等
学
校
の
教
育
に
至

っ
て
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と

で
し
た
。

翌
年
の
１
８
８
９
年
、
こ

の
前
橋
英
和
女
学
校
が
上
毛

共
愛
女
学
校
と
改
称
し
ま

す
。高

橋

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

ー
ド
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教

師
た
ち
の
活
動
に
は
、
１
８

９
２
年
（
明
治

年
）
の
上

毛
孤
児
院
の
設
立
な
ど
に
見

る
、
貧
し
い
者
、
悲
し
む
者

へ
の
奉
仕
活
動
が
あ
り
ま
す

が
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活

動
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
す
か
。

栗
原

明
治
期
に
日
本
に

設
立
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
の
多
く
は
、
キ
リ

ス
ト
教
を
伝
道
し
、
教
派
教

会
の
拡
張
を
主
な
目
的
に
学

校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
資
金

は
、
欧
米
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教

派
教
会
が
用
意
し
ま
し
た
。

教
育
は
あ
く
ま
で
も
「
伝
道
」

の
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で

す
。し

か
し
、
本
学
を
支
援
し

た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣

教
師
た
ち
は
、
学
園
の
設
立

者
た
ち
の
信
仰
に
よ
る
女
子

教
育
の
使
命
を
知
り
、
共
に

そ
の
使
命
を
果
た
す
努
力
を

担
っ
た
と
考
え
ま
す
。
で
す

か
ら
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
し

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
宣
教

師
た
ち
は
学
生
と
共
に
生
活

す
る
こ
と
を
通
し
、
そ
の
人

格
的
な
生
き
方
を
通
し
て
、

学
生
た
ち
に
生
き
る
感
動
を

与
え
た
の
で
す
。

～共愛 共生の灯火～
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